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会会 長長 挨挨 拶拶  
会長 田邊雅範  

前回の例会は地区大会でした。我ク

ラブも全員登録でしたが、ロータリー

について今一度学んでいただけまし

たでしょうか。その後には素晴らしい

名古屋フィルハーモニーの演奏、加納

高校音楽科生徒の合唱さらに上原彩

子さんのピアノ演奏があり、堪能させ

ていただきました。ホストクラブの岐

阜南クラブとコ・ホストクラブの岐阜

加納クラブの皆様には感謝いたしま

す。 

さて、１３日の土曜日から１５日ま

で、我クラブの写真・ツーリング同好

会で上海へ旅行に行ってまいりまし

た。一部奥様方のご同行もあり、１０

人での旅行でした。直前に加藤副会長

のご親戚にご不幸があり直前にキャ

ンセルとなったことが残念でしたが、

上海と蘇州を楽しんでまいりました。

天候が悪く、傘は離せませんでしたが

素晴らしい景色を見て、おいしい料理

をいっぱい食べてきました。 

お世話いただいた柴田さんには感

謝申し上げます。 

この同好会で一昨年に北京へも行

っていますが、同じ中国でも雰囲気は

かなり違いました。一言で言えば、北

京は政治の町で、上海は商業の町とで

も言いましょうか。大変活気があり、

かといって堅苦しさはまったく感じ

られず、むしろおおらかさを感じるほ

どです。 

上海へは１９８５年に行きました

が、その時とはずいぶん変わっていま

した。高層ビルが乱立し、その間に古

い家がひしめいています。 

ホテルの窓から見る景色は、霞んだ

向こうに高層ビルが立ち並び、まるで

東京都心のようです。下を見ると、ま

さしくスクラップアンドビルドで、古

い家が壊され、ビルの建設が進んでい

ます。古い家にしても北京とは違い、

どこか洋風の雰囲気があり、また町全

体に緑が多いことも印象に残りまし

た。２０１０年に上海で万博が開かれ

るそうで、いまはそれに向けて街を整

備しているとのことでした。 

ただし、「シェンエン、シェンエン」

と言いながらみやげ物を押し売りに

来る人がいることは、昔ながらでした。 

簡単ではありますが、挨拶に変わり

まして上海の印象を述べさせていた

だきました。 

幹 事 報 告 
幹事 中山 章 

＊ 次週は法定休日になりますが、 

３０日の職場例会が変更になり

まして、２２日（月）に繰り上が

ります。ＰＭ2：30集合で場所は

岐阜会館になります。予定確認を

お願いします。 

＊ 本日例会後に指名委員会が開か

れます。委員の方ご出席をお願い

します。 

 

 
前 例 会の 記録 
平成１６年１１月１６日(日) 

[点鐘]午前12時3０分 

[ソング] 

それでこそロータリー 

[ゲスト]卓話講師 オフィス

コバヤシ代表 小林靖夫様 

[ビジター] 

 
[出席率]会員総数４０名（出

席免除０名、猶予０名）本日

出席２６名６５.０％ 

[行事]会長挨拶 食事 幹事

報告 委員会報告 ニコボッ

クス報告 

[卓話]『遊びの博物誌』 

オフィス・コバヤシ代表 

小林靖夫様 

担当 直前幹事 

 
本 日 の 予 定 
第６７０回 

平成１６年１１月２２日(月) 

[行事] 職場例会 

裁判傍聴 

於岐阜地方裁判所 

担当 職業奉仕委員会 

 

 
次 回 予 定 
第６７１回 

平成１６年１２月７日(火) 

[点鐘]１２時３０分 

[行事] 

年次総会 新役員発表 

担当 会長 

岐阜中週報 
平成 16年 11 月 22 日(月)

第 593 号
第 670 回例会

CELEBRATE ROTARY 
ロータリーを祝おう R.I.会長  グレン E.エステス シニア 

■2004-2005■ 

会 長 田 邊 雅 範 
幹 事 中 山  章 
発行者 ウ ェ ブ 委 員 会 
委員長 大 島 康 之 
例 会 毎週火曜日 1 2 時 30 分  
会 場 岐 阜 ﾙ ﾈ ｯ ｻ ﾝ ｽ ﾎ ﾃ ﾙ 
事務局 岐阜市神田町 2-2 
    電 話 2 6 4- 9235 番 
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友 情 と 奉 仕 の 灯 を 
スマイルボックス委員会 
長井 義夫 君 

小林先生、ようこそお越しいただき

ました。本日の卓話よろしくお願いし

ます。 

田邊 雅範 君 

今月１３日～１５日と写真・ツーリ

ング同好会で上海へ行ってきました。

柴田さんには大変お世話になりまし

た。同行の会員の方にもありがとうで

す。 

松井 順五 君 
ひさしぶりに７０ｃｍの鯛が釣れ

ました。 

★結婚記念日おめでとうございます★ 

高橋 慶太郎 君 
奥様これからもよろしく。  

 


